
スタジオコースの作品から I Selected Students'Works from Studio Course 2008 

学部の 4回生は匂年「スタジオコース」

と呼ばれる設計演習課題に取り組むこと

になる。

それぞれの担当敦官が独自のデーマを

設定し、学生はそのテーマに応じて、自

らの望むコースを所属する研究室に関係

なく自由に選択するといった、いわば卒

業設計の前哨戦だ。その様々な作品の

中から、 4コース 8名の作品をごごに紹介

する。

In the~th grade, undergraduate srndents 

take the design class called'studio course' 

Each professor sets up his original subject, 

and students select f「eelyregardness of their 

laboratory 

These studios, so called, are',he preliminary 

叫 rmish'ofdiploma pro」ects

We will introduce 8 works among the various 

courses 

TAKEYAMA STUDIO 

"MUSEUM FOR'LEARNING"' 

丁AKAMATSUS丁UDIO

"BEYOND ARCHITECTURE" 

MUNEMOTO STUDIO 

"SCENARY AND ARCHITECTURE IN TIME" 

MON-NAI STUDIO 

℃ !TY AND ARCHITECTURE" 

Eri l<UNIMATSU 

Hiraki l<URODA 

Kazuya UEZONO 

lvliyuki CHIBI', 

Kengo lvlANDOl<ORO 

Takashi ll<EDA 

Shiho EIKA 

Midori KUME 

スタジオコースの作品から I from Studio Course 03 



学校ど／卜のあいだ

国松えり
Eri KUNIMATSU 

教室と敦室の間の励綜という機能しかない廊下に、遊び場ののような機能を持たせる。

そこから見える、学ひ場のようすは、子供たちにどんな影響を及ぼすのか。
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敷地は奈良県の山間の小学校

この地域は過疎化が進み、小学校の統廃合が繰
リ返され、全校生徒数が30人を下巨るような小
学校がほとんどである。

建築の中にあるのに、活動の外にある存在 行為の場と、何の関係もなくなる
建築から切リ離して、外と捉える

行為の場に近つけたリ遠ざけたリ。
レイヴとヴェンガーが提唱する、行為への
周辺参加に近い意味を持つ空闇になる。

周辺参加の空闇も、行為の場の
空間配置によって決定つけられる。
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04 国松えり 竹山スタジオ
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たくさんの大きな開口から、様々な
学びの風景が重なって見える。

west e I evat I on I /800 

north e I evat ion 1 /800 
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Eri KUNIMATSU I TAKEYAMA Studio 05 



花そびやま

06 黒田弘毅 I 竹山スタジオ

黒田弘穀
Hiroki KURODA 

ぐ，9

泡が積ってできる山。

一つの泡に一つの要素が詰まっている。

泡か他の泡に触れるとき何か新しいものが生崖れる。

ある人は興味かもしれない

またある人は、驚きかもしれない。

何かに気づくかもしれない。

そこに新たな知識が生まれる可能性がある。

concept 

敷1也は山の麗でなだらかな斜面になっている。

後ろには自然が残されている山が横たわっていて

横には畑が広がっていて

前には家が並んで、街を作っている。

子供たちは気軽に自然に触れ合うことができる。

樺にある畑で何か積んでくるかもしれないし、

山に入って木の実なんかも見つけてくるかもしれない。

あるいは、近所の人々と楽しく触れ合うかもしれない。

Sile 

1 保育室

::; 2 多目的室

\> 3 広場

4 図書室

5 ア）レコーブ

6 職員室

7 1呆健室

8 給食室

9 入口

10 カフェ

11 山の広場

plan 



sectlOll 

111s ide 

ou,s1de 

Hiroki KURODA I TAKEYAMA Studio 07 



08 上園宗也 I 高松スタジオ

」へと向かって
間全として、こ

のか、というよう
関数であるという態
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Kazuya UEZONO I TAI訊 MATSU Studio 09 



京都四条河原町

機能で埋めつくされた都市

時間は泥年怠激に加遼している。

記憶に焼きついた店はいつのまにか消え，

かつての場所ですら定かではない。

かつて人が集い，市が立ち上がり，木陰で議論をしたような，何も

なかった広い場所のように，都市に空白を穿つ。

鷹能はその日その時間その感清に支配された各々が見る。

すべてが始虞る場所，何も始まらない場所，

苦しくはすべてが終わってしまった場所

原始の場所，どこにもない場所，または廃墟

全ての行励を包i/:.l'器は，人の姿や生活を映し出すスクリーンであり，

記憶に焼きつくシーンを作り上げる壁のみで構成する。

Sequenceに従い，水平・垂直に様々な厚さ，高さの壁を建築する。

交差部は低い壁が高い壁を貫通する。

人が人り，様々に使われたり，若しくは使われなかったりしながら，

賠には様々な跡が残ってゆく。

国の跡。 ポスターをはがしたときの日光の跡。

ったが生えては枯れた跡。落書きの跡。

割れて崩れ，また塗りこめた跡。

その跡は，いつかだれかの憧憬となる。

いろんな人や，季節や，時間が，

この建築を通り過ぎた跡が残ってゆく。

建築は，ゆっくりど古代からの時間軸の中で年老いる。

空と空の間に壁が立つ

壁の内側では世界が鼓動している

壁の内側では“世界”が何かを待っている

立面図 1/1000

A
 

B
 

A' 

A-A'立面図 1/1000

B-B'立面図 lilOOO

平面図 1/1000 の

都市の中の空白 1/6000 (') 

10 千葉美幸 I 高松スタジオ



Miyuki CHIBA I TAI⑪ MATSU Studio 11 



12 政所顕吾 高松スタジオ



Kengo MANDOKORO I TAKAMATSU Studio'I  3 



［ ア三ダ'.ジティ

池日隆志
Takashi IKEDA 

京都疇市場のそばの集合住宅。

あみだくじの形をした鉄の骨組みが、 5層重なってできている。

とても薄く作られたそれぞれの部屋は、少しずつ大ぎさを変えながらつながっていく。あるところは住宅になり、店になリ、それがいつの間にか長い

、大きな広場になる。

長い峙闇の中で、あるいは短い時間の中で、うつリ変わっていく生活の様子やにぎわいを街に映し出す、大きなスクリーンのような建築。
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14 池田隆志 宗本スタジオ
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Takashi IKEDA MUNEMOTO Studio 15 
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宗本スタジオ

人冒□］境
榮家志保
Shi ho EIKA IVIUNEIVIO丁0studio 

世界地図と国境線、どちらが先にできたのか。 地図に］かれた国境↓よびたリと止まったまま動かない。 まるでそれが平和の象徴かのように。

ただ毎の果てに隣国を想像するのみの礼達は、国境の存在を線として知らない。しかし世界には実際に線として存在する国境がある。

国境綜は軌かないのかもしれない。けれど、見上げると国境がまるで海岸線のように沸ぎ立ちとどまらない、そんな国境緞であれぱ少しは幸せにな

れないだろうか。メキシコの国境の街ティファナ、膨張を続けるこの街は止まっだ国境を動かす。

]も 榮家志保 I 宗本スタジオ



Shiho EIKA I MUNEMOTO Studio 17 



キッチンのあるひろば

久米みどり
Midori KUME 

門内スタジオ
MONNAI studio 

この広場にはたくさんのキッチンがあります。ここでは、料理の教室がひらかれていたり、近所の人たちが集まってお茶をしていたり、ちいさなカフェ

ができたリします。まわリには本棚や食器などが置かれていたり、あいている場所で市場がひらかれたり、家具ぐらいの小さなパーティションで区切

られています。時間によってそのパーティションが移動し、この広場はたくさんの表情をもっています。

都市に住む人々がおリなす色とりどリの行いがこの広場をつくってゆきます。

18 久米みどり I 門内スタジオ
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市場ができる カフェに人がやってくる
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実演販売がおこなわれる ちいさなパーティーがひらかれる 料理教室がひらかれる

section 

Midori KUME I MON-NAI Studio 19 
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空間というもっともパワフ

ルな教育のメディアを通し

て、ただ与えられるのでな

く、参加し、体験し、作り

上げることを通して学ぶ、

新しいタイプのミュージア

ムを構想する。それは「学

び」を触発する空間であり、

「学び」の建築言語への翻

訳であり、プログラムとコ

ンテクストを超えたコンフィギュ

レーションの提案のとなろう。

ゲスト・クリティックには「学び」

のエキスパート、同志社大学教授

の上田信行氏を迎える。

語
り
か
け
る
建
築

そこにいるだけで、人を歌

声で包むような建築

ただただ人を祝福するよう

な建築

その美を愛でつつも、いつ

のまにかその存在が人を愛

でるような建築

そんな建築があるように、

おそらく、語りかけるよう

な建築がある。

それがなにを語るかは、人がその

建築になにを語りかけるかという

ことと決して無関係でないにして

も、ここでは、ひとりの設計者と

して、大いに想像力の翼を広げ、

以下の如き建築を構想せよ。

まるで独白するような建築

まるでつぶやくような建築

まるでささやくような建築

まるで告げるような建築

まるで表明するような建築

まるで宣言するような建築

まるで沈黙を語るような建築．

風化の始まり

どのような建築作品も生ま

れた瞬間から風化の被膜に

覆われる宿命を持つ。風化

の被膜は自然の汚れや風景

の同化はいうに及ばず、視

線に付着する被膜にどれだ

け絶えられるか建築の耐性

が常に験される。

生きられる時間

誰も逃れることの出来なく

平等に覆いかぶさる硬直

化した時間のもとで、建築を考え

るとき、建築設計では「時間」の

問題をあいまいにしてきた。つま

り、時間を拘束することで単一化

し、その多様性を忘れ去ったので

ある。そこで、建築は部分に分解

され、また再構築されるのである。

この課題では、硬直化した時間と

は異なる「時間」、たとえば「風化」

「うつろい」「仮設」「不可視」など

時間の様々な様相をキーワードに、

場所や対象を自由に設定して、風

最と建築を問い直す。

可能性

時間に新たな解釈と、表現を試み

ることによって、これまでにない

豊かな空間と表現の可能性に挑戦

することが、主題である。
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内
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タ
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21世紀を迎えて、大量生

産・大量消費を基調とした

デザインが行き詰まり、環

境や社会の制約条件などを

考慮して、幅広い要求を質

的に満足するデザインヘの

転換が求められている。そ

こでは、デザインを「人間

と環境との関係に変化をも

たらす」営みとして理解し、個々

の人工物のデザインにとどまらず、

人工物相互の関係や人工物と環境・

人間との関係に配慮することによ

り、豊かな環境・社会システムを

デザインすることが求められてい

る。

都市の中の建築は、他の人工物や

人間・環境とのネットワークを形

成する結節点として存在する。こ

のスタジオでは、「都市と建築」の

ダイナミックな関係に焦点を結び、

歴史都市・京都（他の都市を選ん

でもよい）から適当な場所を選定

し、①ミクロな建築レベルの環境

のデザインを通して、②マクロな

都市レベルの環境をデザインす

る可能性を探求する。具体的には、

都市空間に「魅力的な場所と風景

を創発する新しいタイプの建築（の

集合）」を提案する。

20 スタジオコースの作品から from Studio Course 




